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北方生物圏フィールド科学センター年報の発行にあたって 
 
 
 北方生物圏フィールド科学センターは平成１３年４月に、農学部附属の農場、牧場、

植物園、７つの演習林（天塩、中川、雨龍、札幌、苫小牧、檜山、和歌山）、理学部

附属の臨海実験所（厚岸町）、海藻研究施設（室蘭市）、水産学部附属の臨湖実験所（虻

田町洞爺湖）、養魚実習施設（七飯町）、水産実験所（南茅部町臼尻）の１５の省令施

設と学内施設であった忍路臨海実験所（小樽市忍路町）を統合・再編して設立した新

しい学内共同利用施設であります。北大の前身である札幌農学校附属農場からの歴史

を持つ農学部附属農場はじめセンターの母体となった各施設は長い歴史を持ってお

り、それぞれ独自の年次報告書を発行しております。しかし、センター移行後、統合・

再編されたセンターとしての年次報告書発行の必要性が「教育・研究委員会」で検討

され、センター移行１年が過ぎた本年から各施設の年間の教育研究活動及び利用状況、

行事記録、経理及び専任教官の業績などをまとめた年次報告書を発行することになり

ました。 
 我が国は近代国家成立以前から「森林」、「耕地」、「河川・湖・海」から豊かな「恵

み」を受けて成長・発展してきました。センターに移行した１６の施設はその自然の

「恵み」について学ぶ場所（フィールド）を学生に与えるために設置され、これまで

多くの有為な人材の育成に貢献してきました。しかし、２０世紀後半から、それまで

生物圏と人間も含めた生物との調和のとれた相互作用によって維持されてきた地球

の恒常性が人間自身の活動によって乱され、「温暖化」、「富栄養化」、「酸性化」など

の顕著な環境変動として認識されるようになってきました。このような環境変動は多

くの不確実性を内在しておりますが、生物の多様性を失わせ、人間の生存さえも危う

くさせるものと考えられております。この事態を改善するためには、世界対比可能な

地域毎の環境変動と生物圏変動をモニタリングし、環境保全修復型の持続的な生物生

産技術を開発していくことが重要であると思われます。このような時代背景と認識の

もとに、北大における「森」と「畑」と「海」に関係する生物系施設を統合・再編し

て北方生物圏フィールド科学センターは設立されました。 
 北方生物圏フィールド科学センターの５１名の教官は６つの領域（生物資源創成、

共生生態系保全、持続的生物生産、生物多様性、生態系機能、生物群集生態）からな

る研究部に所属し、農学研究科、理学研究科、水産科学研究科の協力講座において大

学院学生の指導を行うとともに、２６名の事務官、８４名の技官、１００名を超える

様々な専門的職員の協力のもとに１６の施設を管理・運営し、農学部、理学部、水産

学部の学部学生の教育、他大学及び他機関の学生・研究者の教育・研究を支援してお

ります。今後、これらの活動の実態と成果を年報としてまとめ公表していきます。 
 
 

平成１４年７月１６日 
 

北方生物圏フィールド科学センター長 
鈴 木  範 男 
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１．北方生物圏フィールド科学センターの教育研究動向 
 
 
 森林、草地、耕地、河川、湖沼、海洋などの生物圏フィールドは多様な生物が相互

に連鎖し、大気、水、土壌などと総合的な生態系を構成し、また人類の食料や生活に

必要な生物生産物を供給してきた。生物生産の増加は豊かな生活と人類の発展をもた

らし、一方人口の増加や莫大な化石エネルギー、人工化合物、核の利用による環境負

荷は増大し、自己浄化能力を遙かに越え、人類の生存さえも危うくする事態を招いて

いる。２１世紀は生活の質の向上と環境負荷の軽減という困難な課題を解決しなけれ

ばならない。 
 当センターでは環境、物質循環、生物多様性、遺伝資源、生物生産などをキーワー

ドとする多様な研究が総合的に行われている。 
 平成１３～１４年度の北海道大学の学際的プロジェクト研究として「北方生物圏の

持続的利用と環境保全に関するプロジェクト研究」が採択され研究が進められている。

それには以下の５つのコアプロジェクト（CP）が予定されている。 
CP-1:生物種・生物量の実態と変遷 
CP-2:地域総合的な栄養元素の動態と物質循環システムの構築 
CP-3:自然圏と人間圏をめぐる物質循環・生物多様性の解析 
CP-4:荒廃生物圏の修復と復元および未来可能性の検討 
CP-5:環境保全を考慮した生物資源の高度活用 

である。 
 一方、教育では、これまで担当している専門教育の他、全学教育の複合科目の”環
境と人間”の中で「フィールド科学への招待」「森林保全の科学」「どうなってるの？

草地と耕地の生産システム」「食料生産と環境保全」、また一般教育演習では「森林と

環境保全」「食と緑の体験演習」「牧場のくらしと自然」「湖と火山と海藻と森林の自

然」が開講されている。その他全学教育プログラムのフレッシュマン教育の「北の自

然と人々のくらし」と「農から見る自然と人間との関わり－余市果樹園における展開

－」が計画されている。 
 これらに加えて、HUSTEP や体験入学にも積極的に参加している。また児童、生

徒、学生等の施設の見学や視察の受入のほか、大学等地域開放特別事業等を行って地

域社会に貢献している。 
 以上が北方生物圏フィールド科学センターで行われている研究、教育の概要である。

５０名以上の教官が教育研究に携わっており、きわめて多様である。また関係のある

教官や研究者にフィールドの提供や研究支援を積極的に行っている。 
 

（教育研究計画委員会委員長  中嶋 博） 
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２．北海道大学北方生物圏フィールド科学センター 

設立記念シンポジウム・記念式典・祝賀会の開催 
 

 

北方生物圏フィールド科学センター設立記念シンポジウム「ヒトと自然の共存－北方生物圏

フィールド科学センターのめざすもの－」（参加者 115 名）を平成１3 年 9 月 13 日（木）に、北

海道大学学術交流会館の大講堂において開催した。そして、引続き同講堂において記念式典、さ

らに北海道大学ファカルティハウスエンレイソウに会場を移して記念祝賀会（参加者 160 名）を

開催した。 

設立記念シンポジウムでは、上田 宏が進行役を努め、島本 義也初代センター長が「北方生

物圏フィールド科学センターの紹介」と題して当センターが、北方圏の広大で多様なフィールド

における生態系保全・持続的生物生産・生物多様性・物質循環をキーワードとした大規模で継続

的な総合的研究、フィールド科学の構築およびフィールド科学に関して総合的な視野を持つ人材

の養成を目的として設立され、人と自然の共存の途を拓くため、北方生物圏に棲む多様な生物種

の有用遺伝資源の保存・環境調和型生物生産システムの導入・生物圏環境の修復・グローバルモ

ニタリング体制に向けた国際共同研究の展開に取り組んで、フィールド科学の教育研究戦略の企

画およびフィールドを基盤とした学内外との共同研究の遂行により、フィールドの知の集積と創

成を目指す将来構想について講演された（講演内容は北海道大学広報誌リテラ・ポプリ 9 号に掲

載）。その後、当センターを代表する４名の教授がこれまでの研究および今後の研究の展開に関す

る講演を行った。先ず、生態系機能領域の笹 賀一郎教授が「森林フィールドからの環境プロジェ

クト研究へのアプローチ」と題して森林圏ステーション（旧演習林）が十数年前から取り組んで

いる環境保全研究に関して、森林科学・砂防学の観点から講演された。次に、持続的生物生産領

域の波多野 隆介教授が「環境と調和した生物生産」と題して主に静内研究牧場で行われている

食糧飼料の生産消費に伴う窒素循環および河川水質への影響について講演された。次に、生物群

集生態領域の向井 宏教授が「森は海の恋人か？－陸と海をつなぐ研究－」と題して厚岸臨海実

験所周辺で行われている陸上から海へ流入する水と有機・無機の栄養物質の変動パターンと沿岸

生物の生産力の変化の関係について講演された。最後に、共生生態系保全領域の浦野 明央教授

が「サケ・マス類の回遊と海洋環境」と題して地球温暖化とサケ・マス類の海洋分布の変化およ

び回遊の遺伝子プログラムについて講演された。 

続いて大久保 正彦副センター長（当時：研究担当）が司会を務めて、独立行政法人森林総合

研究所北海道支所 高橋 文敏支所長、独立行政法人農業技術研究機構北海道農業研究センター 

桑原 眞人所長、独立行政法人水産総合研究センター北海道区水産研究所 稲田 伊史所長、北

海道大学大学院地球環境科学研究科 東 正剛教授、および島本 義也センター長と上記４名の

講演者による、パネルディスカション「北方生物圏フィールド科学センターのめざすもの」を行

い、学内外の林業・農業・水産業に携わる各専門家から当センターに対する大きな期待および要

望が寄せられた。 

記念式典では、市村 輝宜副センター長（教育担当）が司会・進行役を務められ、島本 義也

センター長の式辞、本学の中村 睦男総長の挨拶、総合地球環境研究所の日高 敏隆所長および

独立行政法人農業技術研究機構北部地域研究担当理事の滝本 勇治理事から祝辞を賜り、生物多

様性領域の本村 泰三教授が祝電披露をして閉会した。 

エンレイソウにおける記念祝賀会では、松田 彊副センター長（企画調整担当）が司会・進行

役を努められ、島本 義也センター長の挨拶、前北方生物圏フィールド科学センター設立準備委

員会委員長の冨田 房男教授（大学院農学研究科）の祝杯により開始し、各ステーションから持

ち寄った山海の珍味を味わっていただいた。そして、フィールド科学センターの出身母体である

三研究科長、長田 義仁理学研究科長、大田原 高昭農学研究科長、および繪面 良男水産科学

研究科長から餞のスピーチを賜り、さらに中川研究林がある中川郡中川町の永吉 大洋町長から

地元を代表したスピーチを頂いた。最後に、本学の井上 芳郎副学長の乾杯にて終演した。その

後、センター関係者のみでセンター本部において二次会を行い、一連の設立記念シンポジウム・

式典・祝賀会の成功を祝い、センター教職員の労を犒い、親睦を深めた。平成 11 年より設立に向

けて検討されてきた北方生物圏フィールド科学センターの設立を学内外の大勢の関係者に祝福し

2



ていただき、当センターの門出に参画できたことは本当に幸せであった。 

本学執行部の特段のご高配により平成１3年度北海道大学教育研究基盤校費（プロジェクト研

究）「北方生物圏の持続的利用と環境保全に関するプロジェクト研究」が採択され、平成 14 年 3

月 14 日（木）にはプロジェクト研究シンポジウム「フィールド科学の構築を目指して」を開催し

た。平成 14 年４月からは鈴木 範男教授（大学院理学研究科）を新センター長として迎え、この

新体制で当センターの教職員は一丸となって近い将来に想定されている学内外の大きな変革の嵐

に立ち向かっていかなければならない。しかし、当センターの教職員が設立記念シンポジウム・

式典・祝賀会でみせた連帯感を堅持し、各ステーションで行われている他に類を見ない優れた教

育研究活動を北方生物圏フィールド科学センターとして組織的に統合して展開することができれ

ば、当センターは国内外で設立されているフィールド科学センターのメッカとなる能力を十分に

有していることを確信している 

（共生生態系保全領域 上田 宏） 

 
 

 
 
 
 
 

シンポジウムのパネルディスカッション 

式辞を述べる島本センター長 

「エンレイソウ」での祝賀会 
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３．各施設の教育研究動向 
 
森林圏ステーション（研究林） 
 
 2001 年、農学部附属演習林がこのセンタ－の森林圏ステ－ションとして生まれ変わった年に、

奇しくも演習林の創設百周年を迎えることになった。まさに、我々が求めてきた総合的なフィ－

ルドサイエンスの場としての整備が、さらに多くの仲間と共に行えることになった記念すべき年

となったのである。 
 このようにセンタ－の一員となった森林圏ステ－ションの組織は、他の圏との調整を図りなが

ら次のように編成された。 
 天塩、中川、雨龍、苫小牧、檜山、和歌山の旧地方演習林に、あらたに札幌を加え、名称を研

究林と改めた。また、これらの研究林の有機的に運営するために南と北の管理部を設置した。南

管理部には和歌山、苫小牧、札幌の各研究林が属し、北管理部には天塩、中川、雨龍研究林が属

し、教育研究と各種事業の調整を行っている。また、演習林時代に各種の試験研究事業と農学研

究科の大学院講座「北方森林保全学講座」に対応して設置した、森林動態、森林環境機能、森林

生物管理学、地域資源管理学の四部門は、継続してその機能を果たすことになった。 
  以下に森林圏ステ－ションの一年の動きを紹介する。 
 
 １．管理部 
 新たに発足した管理部の役割は、所属する各研究林の教育研究とフィ－ルドの維持管理にたい

する調整を行うとともに、森林圏全体の教育研究の調整も行うことにある。 
 北管理部は所属する各研究林間の調整を行いつつ、今まで行ってきた各種デ－タの収集とデ－

タベ－ス化の再検討と実施、ホ－ムペ－ジの整備、次期長期計画に伴う林相図作成等の検討を開

始している。また、各研究林と共同して、試験地の見直しと測定、全国の大学生を対象とした野

外シンポジュ－ムや地域住民を対象とした各種の催しを行った。 
 南管理部は地理的にも離れている所属研究林の調整をいかに行うかが大きな課題である。各研

究林の教育研究支援を行ったが、特にスタッフが不在の檜山研究林については、本年も南管理部

と苫小牧のスタッフの協力を得て、森林整備および各種観測を実行できた。また、札幌実験苗畑

は学内機関の研究利用が増加し、キャンパスの環境整備に伴う樹木の育成などを含めて新たな整

備を目指すことになった。 
 
 ２．研究林 
①天塩研究林 
国立環境研究所、北海道電力との共同研究として「落葉性針葉樹林の炭素循環機能に関する観測」

が開始された。これは林内に設置された 30ｍのタワ－を中心に、2002 年は現在の針広混交林を

対象に、2003 年からは植栽されたカラマツ林を対象にその成長と炭素循環を観測していくことに

なる。また、ミズナラ林のバイオマス調査、群状択伐再検討などが従来から行われてきた試験研

究とともに実施された。 
②中川研究林 
 中川研究林の通過する高規格道路建設計画に対する開発局および地域との対応が重要な段階に

なってきた。それに伴う研究林側の調査、地域振興に関する地域住民との検討が中川のスタッフ

を中心にして行われた。また、地元中川町と共同して各種の森林公開事業を開催した。既往の各

種試験を継続するとともに照査法試験など大規模、長期間にわたる試験について北管理部ととも

に調査方法等の検討を行った。 
③雨龍研究林 
 センタ－化に伴って、旧名寄林木育種試験場は雨龍研究林の育種試験地となった。従来からの

継続試験を中心に行われたが、本年はセンタ－の静内研究牧場との共同研究「森林生態系を利用

した和種馬生産に関する研究」をさらに発展させ、道産子馬の林内放牧を大規模長期間にわたっ

て行った。また、名大大気水圏科学研究所等との共同研究、国立総合地球環境研究所との朱鞠内

湖の水質に関する共同研究などの計画が具体化しつつある。育種試験地におけるハリギリやミズ

ナラの産地系統試験も新たな段階に入った。また、森林科学科の実習をはじめとして、全国の大
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学生を対象にした「野外シンポジウム 2001～森をしらべる～」、道内の小学生を対象に「森のた

んけん隊 2002 冬」、全学の一年生を対象にしたフレッシュマン実習などが開催された。 
④札幌研究林 
 札幌研究林はセンタ－化に伴い、旧演習林の実験苗畑、豊平、忍路の各試験地を管理すること

になった。本年度はこれらの試験地の土地利用計画などの見直しを行い、キャンパスに最も近い

全学共同利用施設としての整備を開始した。特に札幌実験苗畑は従来から自家用苗木の生産、森

林科学科をはじめとする農学部を中心に利用されていたが、あらたに計画を作り整備を開始した。

この計画は近年の精密実験の要望の高まりに答えて、その区画の確保、また実験用、学内緑化用

の苗木生産の確保、及び見本林、野草園の整備が中心となっている。なお、実験室、温室の整備

も今後の課題である。 
⑤苫小牧演習林 
 札幌キャンパスに近いため多くの見学や実習が行われているが、現在最も重要な研究課題は生

物多様性（DIVER)と地球温暖化（IGBP）に関するプロジェクトである。本年はそれらの最終年

度であり、また、国際生物多様性観測年（IBOY）にもあたり、苫小牧研究林はそのコアサイトに

なっている。このため本年は関係機関の研究者の協力のもとに、樹木、林床植物、昆虫、土壌動

物、脊椎動物などの多様性の実測を行い多くの成果をあげた。また、海外の大学として初めてソ

ウル大学森林科学科の正規の実習が行われた。 
⑥檜山研究林 
 定員削減等でやむを得ずスタッフが常駐していないが、南管理部および苫小牧研究林の支援で

林内の整備及び施設の整備が今年も行われた。研究面では特用林産物（ジネンジョ、ワサビ、ミ

ョウガなど）の林内における試験栽培、製炭などの実験が継続されている。特に本年は道産ジネ

ンジョのＤＮＡ解析が進み、商業化に向けた品種の確立が見えてきた。また、フエノロジ－観測、

酸性降下物のモニタリングを継続するとともに、北大森林科学科の実習や愛知教育大の実習が行

われ、ヒグマやマムシなどの研究者も地域の拠点として施設を利用している。 
⑦和歌山研究林 
 スギ、ヒノキ短伐期施業試験、複層林施業試験地においては除・間伐などによる密度管理、ま

た品質向上に関する試験を生産事業とともに行った。また、間伐材を使った木炭製造、キノコ生

産のためのほだ木製造や芳香剤や除臭剤の試作など、地域産業に結びつく研究を継続している。

特にキノコ生産における除・間伐材の利用など大きな成果が得られた。 
また、全国大学演習林協議会の共同研究「大径材及び高品位材の供給に関する研究」の一環であ

る重要文化財木造建築物に使用する檜の剥皮試験の結果を調査した。その他に、北大森林科学科、

岩手大農学部農林環境学科の実習、地元森林組合の研修が行われ、三重大によるアマゴ調査、名

大によるオオサンショウウオの調査が継続されている。また、地元町村、住民、試験機関と演習

林協議会を発足させ、研究林への理解を深めるとともに、具体的な協力関係の検討を開始した。 
 
３．その他 

 冒頭に述べたように 2001 年は演習林の創設百周年にあたる。そして、その年にフィ－ルドセ

ンタ－へと発展したことを記念して国際シンポジュ－ム「フィ－ルド・サイエンスとフィ－ルド

管理技術の確立と国際ネットワ－クの構築」を開催した。会場では、招待した国内、韓国、中国、

ロシア、米国、カナダ、ノ－ルウェイの研究者をまじえて活発な討論が行われた。その後出席者

は会議後雨龍研究林にエクスカ－ションを行い、先輩諸氏および地元住民との交流を深めること

ができた。このシンポジュ－ムの内容は、まもなく発行される英文紀要 Eurasian Journal of 
Forest Research Vol.5  No.2 をご覧頂きたい。 
 また、昨年より北大は全演協（全国大学演習林協議会）の会長校であり、今年も春の総会（東

京）、秋の総会（岩手）を開催し、演習林予算等について各大学と共同して検討、また文科省等と

の折衝にあたった。 
 なお、森林圏ステ－ションとして発行する紀要類は以下のとおりである。 
 研究論文集：演習林研究報告（和文）、Eurasian Journal of Forest Research（英文） 
  技術報告：北方森林保全 
 年度報告：森林圏ステ－ション年報 
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４．最後に 
 旧演習林は北方生物圏フィ－ルドセンタ－の一員になり、全学共同利用施設へと変わりました。

これは我々一人一人の、そして組織と場の能力と可能性をさらに高めるとものと思っています。

しかし、一方で全国大学演習林の予算の減少が進み、また、面積の減少まで検討される状況にな

っております。これは森林圏ステ－ションだけの問題ではありません。大きな面積を持つフィ－

ルド施設、キャンパスから離れた場所にある施設全体に言えることでしょう。これらの貴重な資

産を維持するには、ますます関係各位の御理解とご支援が必要になります。よろしくお願い致し

ます。 
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耕地圏ステーション 
 
生物生産研究農場 

 
 生物生産研究農場が担う実習教育として、農学部の生物資源科学科、応用生命科学科、農業経

済学科 3 年次学生及び生物機能化学科 2 年次学生を対象とした「農場実習 I」、生物資源科学科 3

年次学生を対象とした「農場実習 II」、畜産科学科を対象とした「家畜生産実習」等を開講して

いる。「農場実習 I」では、バレイショ、エダマメ、イネ、加工用トマト、セロリーの栽培、養蚕

飼育管理、リンゴジャム製造、鶏、豚、乳牛飼育、農業機械について農業全体としての基礎的事

項を網羅的に扱っている。「農場実習 II」は個々の学生が播種から収穫まで一貫して行う作物栽

培専門実習であり，果樹園実習，トラクター運転実習や農家研修を含む「夏期実習」と併せて、

概論的な「農場実習 I」と対をなすより実践的な内容を特徴とし、生物生産研究農場のもつフィ

ールドと施設機能を十分に活かした実習教育を展開している。 

 農場実習に対する農学部の要請は高く、選択科目として希望する学生は漸増しているが、既に

実習を行う際の人数枠を超過しているのが現状である。また、早い段階から農学的視点を養う必

要性や専門分野選択の指針に資するため、必修科目として２年次学生を対象とした農場実習を検

討しているところである。適期作業に留意した計画を立てているが、カリキュラムの都合上、農

産物収穫の時間が十分ではない。これに対し、有志を募り、正規時間外による収穫作業、農産物

加工実習により対応を始めている。また、果樹栽培実習では、余市果樹園の機能が活用されてい

るが、学生の移動手段の確保や宿泊施設の整備の必要性を痛感している。また、繁殖、育苗、鉢

物花卉栽培実習のためにガラス温室等、実習教育に対する必要性に応じた施設設備の整備が望ま

れる。 

 全学教育科目「食と緑の体験演習」では、全学より多数の選択希望が集まり、全員の希望に添

うことができず、さらに 1 科目の開講を予定している。また、高校生を対象としたオープンユニ

バーシティーにおける体験入学プログラムでも、全国より受講の希望があり、実地体験としての

食糧生産への関心とともに、食に対する安全性や環境問題への意識の高まりを研究課題への社会

的要求として把捉している。 

 農学研究科の北方資源生態学講座は大学院学生への教育組織として機能しており、分野を単位

とした教育および研究が、技官組織の支援を受けて展開されている。植物資源開発学分野では、

バレイショ、テンサイ、コムギ、トウモロコシ、マメ類などの北海道の主要畑作物に加え、イネ、

飼料作物、新規導入作物などを対象に、生産性や品質の向上に関する育種・栽培学的、遺伝・生

理生態的な研究を遂行している。生物資源化学分野では、植物の現象を物質レベルで解析するこ

とにより農業生産に関与する形質の分析を行い、これらの情報をもとに細胞工学的手法による有

用形質の改良を試みている。研究テーマとして、ヒノキ漏脂病の解明、アルストロメリアの遺伝

子導入系、花卉の細胞育種に関する研究、ハスカップなど北方小果樹の機能開発および形質調査

と倍数性系統の育成に取り組んでいる。生態畜産学分野では、牧草、飼料作物・穀類の栽培、飼

料調製、これらの自給飼料を中心とした乳牛、さらには豚、鶏など単胃家畜も含めた土地利用型

家畜生産および食肉・乳製品への加工・利用に関連する応用および基礎的な研究を大学院農学研

究科の研究利用支援を含め展開している。加えて、繁殖技術を応用した遺伝子工学的手法を用い

た家畜改良に関する研究を同時に展開している。また、実習教育ではフィールドを最大限に活用

し、飼料および家畜生産技術全般を修得させるとともに、学生自らが生産に関与した畜産物を用

いて加工実習を行い、生産から利用まで一貫した流れを総合的に把握させることに重点をおいて

いる。 

 なお、農学部・農学研究科を主とする研究課題別農場利用件数は 114 件であった。 
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植物園 
 

 平成１３年度は、植物園内の植物相の解明に着手し、このデータを基にした研究フィールドの

再整備を計画・実行した。これに平行して所蔵博物標本の利用樹種同定、標本自体の歴史的経緯

などの研究を実施するなど、博物館機能を有する植物園としての活動も重視し、社会に広く開か

れた教育研究施設としての体制整備を継続している。整備された情報が目録類を通じて公開され

るようになったため、大学・研究機関等の利用だけでなく、他博物館や一般市民の資料利用が増

加傾向にある。 
 研究面においては、石狩泥炭地内の湿原や釧路湿原、サロベツ湿原、猿払川湿原、あるいは研

究牧場などで植生を中心とした生態調査と環境保全に関わる研究を行った。さらに戦後初めて北

方四島色丹島の植物調査を実施した。これらの調査と、１１月にサハリン州の植物園と姉妹提携

を結んだことにより、今後の北海道周辺の北方域の植物分類学・生態学の研究の進展と環境保全

への貢献が期待される。 
 植物系統の解析研究では、これまで実施していなかった分子系統解析をはじめ、器官形成学的

手法など多面的な系統解析をヤナギ科・スミレ科植物において実施した。分子系統解析の設備が

整備されたことで、今後植物園に求められることが予想される遺伝子バンクなどの役割のための

土台が築かれたことになる。 
 博物資料に関する研究は資料そのものだけでなく、その素材、歴史など周辺の研究を中心に実

施した。過去の資料情報の不備・誤りなどを修正し、資料価値を高めることとなった。 
 社会教育の面においては北大創基 125 周年記念行事にあわせて、カナディアンロックガーデン

を開園し、市民一般にも植物の多様性に関する知見・情報を提供することとなった。この開園に

際しては、植物園に所属する学生の協力を得ることができ、施設と学生の関係がより緊密になっ

たことも成果として挙げられる。この他、園内の博物館における企画展示、宮部金吾記念館の資

料整備を通じて、北海道大学および植物園の歴史に関わる教育活動も実施した。この他、例年実

施している冬の観察会は大幅にプログラムを改善して好評を博した。 
 
 

新ロックガーデン（北米産野生植物）の開園 
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静内研究牧場 
 

本牧場の実習教育では農学部畜産科学科 2・3 年次学生を対象とした「家畜生産実習」の一貫

として、土地を基盤とした大型家畜生産に関する専門実習を冬季に 1 週間・夏季に 2 週間泊り

込みで行っている。獣医学部 2 年次学生についても「飼育管理実習」の一貫として秋季に 3 泊 4

日の専門実習を 2 回に分けて実施している。 

全学教育ではフレッシュマンの牧場体験研修を、平成１３年度は冬季に 4 泊 5 日で実施し、7

学部（経・文・工・理・農・獣・水）の 1 年次学生が受講した。この研修は自然に働きかけて

生物生産をしている牧場での暮らしを体験しながら自然とそこで暮らす人間の在り方を考える

環境教育プログラムであり、NPO も含めた多分野の教官が参加して行われている。  

本牧場をフィールドとした論文研究では、博士課程 3 名（他大学 1 名）、修士課程 11 名（他

大学 1 名）および 4 年次学生 6 名（他大学 4 名）が取り組んだ。これらの学生の研究テーマは、

家畜のみならず草地、森林、土壌、水、植物、昆虫、物質循環など多岐にわたっている。 

本牧場の研究については「北方圏における土地利用型の家畜生産システム」をメインテーマ

としているが、とくに生態系との関係を重視して研究を進めている。 

 

肉牛生産：自給粗飼料主体による牛肉生産システムに関する一連の研究を実施しており、とくに

放牧牛の体成分蓄積と内分泌反応については帯畜大との共同研究を行っている。 
 
馬生産：馬の研究は年々多彩になっており、北海道和種馬の遺伝的特性および肥育特性、軽種馬

生産におけるグラスサイレージの活用、馬の粗飼料飼養時における窒素代謝、馬における粗飼料

の物理的消化、馬の大腸微生物相の解析、子馬の発情下痢と乳成分の関係などの課題を農学研究

科、広島大、帯畜大および JRA と共同して実施している。 
 

家畜と人の関係：近年、レジャーや治療など人間生活の中での家畜の役割が重要になってきてい

る。乗馬および乗馬療育に関する基礎研究として、乗用馬の運動特性とそれが騎乗者の心身に与

える影響などの課題に農学研究科・JRA と共同して実施している。 
 
アグロフォレストリー：森林の活用・保全および修復を目的とした家畜生産システムについての

一連の研究に取り組んでおり、森林を利用した牛および馬の放牧管理、林内放牧地の植物群落、

家畜を活用した熱帯泥炭林の修復などの課題を研究林、植物園、農学研究科、ボゴール農科大お

よびパランカラヤ大と共同して実施している。 
 
土壌水分・栄養塩：地形が複雑で排水不良な土地が多い本牧場の草地・圃場を利用して、土壌特

性の空間分布とその形成要因、排水不良地の形成要因、土壌中水分と硝酸の動態などの基礎研究

を農学研究科と共同して行うと同時に、排水不良地での暗渠による排水改良工法や軽種馬生産草

地での土壌改善のための施肥方法などの実用研究を民間団体・会社の協力を得ながら進めてい

る。 
 

物質循環・環境負荷：土地利用型家畜生産の環境に及ぼす影響を評価するため、耕地・草地・

森林からなる 470ha の本牧場を 1 つの系として捉え、そこでの物質循環を把握しながら河川へ

の窒素流出、大気へのアンモニア揮散・温暖化ガス放出などをモニタリングする研究を農学研

究科および NTT と共同で行っている。同時に牧場内での環境昆虫の分布と消長を指標にした生

物面からの評価についても酪農大との共同研究で検討している。 
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水圏ステーション 
 
厚岸臨海実験所 
 
教育： 

北大理学部生の臨海実習 I, II, 海洋生態学実習が行われた。そのほかに、全国国立大学単位

互換制度に基づく公開臨海実習が学部生対象（海洋生態学, 28 名；海洋発生生化学, 8 名）と、

大学院生対象国際コース（海草・海藻と動物の相互作用, 6 名：外国人講師, J. Kuo 博士）がそ

れぞれ１週間の日程で行われた。そのほか、北海道教育大学釧路校１年生の臨海実習、水産無脊

椎動物研究所の「厚岸湾・厚岸湖の生物観察・勉強会」が行われた。また、当実験所において成

熟期まで育成したエゾバフンウニを提供することにより、札幌医科大学、防衛医科大学校、北海

道教育大学釧路校において生物学実習（ウニ発生）が行われた。厚岸産イトマキヒトデを提供す

ることにより東京工業大学生命理工学部において実習（生殖腺刺激ホルモン実験）が行われた。 

 アイカップ自然史博物館主催の「自然観察会」が社会人対象に年間 8 回開催され、合計 135 名

が参加した。 

研究： 

厚岸臨海実験所には、生物群集生態領域と生物多様性領域の教官が常駐して研究を行っている。

また、生物群集生態領域では、理学研究科の協力講座「海洋生物学講座」に所属する大学院生（修

士・博士課程）の学生による研究も行われている。今年度行われた研究の題目は以下のとおり。 

1) 熱帯海草藻場におけるジュゴンの摂餌と撹乱の海草への影響および Halophila ovalis ベッ

ドにおけるジュゴンの摂取場所選択（生物群集生態領域） 

2) 陸上生態系と沿岸生態系の相互作用の研究(生物群集生態領域) 

3) アマモとオオアマモの分布と種間競争に関する生理生態学的研究（生物群集生態領域） 

4) 海草藻場における葉上固着性動物の群集動態に関する研究(生物群集生態領域) 

5) 岩礁性海草スガモ群落の窒素動態(生物群集生態領域) 

6) 厚岸湖におけるアミ類と付着藻類の関係(生物群集生態領域) 

7) 受精におけるカルシウム、マグネシウムイオンの機能の研究ほか受精の生理・生化学（生物

多様性領域） 

8) ヒトデ卵を材料とした卵成熟、初期胚卵割期における細胞分裂周期の制御因子の解明（生物

多様性領域） 

 

特筆すべき研究活動について： 

a）陸上生態系と沿岸生態系の相互作用の研究のために、平成１３年５月に厚岸湖に注ぐ３つの

河川において降雨時の集中観測が行われた。また、平成１２年度から引き続いて毎週１回の河

川から流入する水の量、有機・無機窒素濃度を測定した。その結果、定常時と非定常時の流入

パターンの違いが明らかになり、沿岸生態系への河川流入物質の取り込み経路に違いがあるこ

と、藻場・アサリの生産などを指標とした沿岸生態系への陸上起源物質の寄与に流入のパター

ンが異なった影響を与えていることが、明らかになった。この研究成果は、日本生態学会や厚

岸臨海実験所創立７０周年記念シンポジウム、北方生物圏フィールド科学センター創立記念シ

ンポジウムなどにおいて、一般社会人に対しても報告した。 

 b）熱帯海草藻場の研究プロジェクトとして、タイのラノンおよびトランにおいて、ジュゴンの

食性とその食痕に関する調査を行い、ジュゴンの海草摂食量を推定し、その摂食生態を明らか

にした。同時に、海草各種の光合成能力を現場で diving-PAM を用いて測定し、生理生態的な特

性を明らかにした。 

 c）DIWPA（DIVERSITAS in Western Pacific and Asia）プロジェクトの IBOY（International 

Biodiversity Observation Year）が平成１３年から始まり、厚岸湾・厚岸湖がコアサイトとし

て確立した。その実施に向けた国際会議（６月に京都大学瀬戸臨海実験所で開催）に出席し、

調査マニュアルを作成出版した。 

 d）海草葉上の付着動物の垂直分布に関する研究を野外実験を通して行い、季節的な変動とコケ

ムシ個体群の冬季における維持機構を変動する海草のダイナミックスと対応させて考察した。

結果は、アメリカベントス学会で講演した。 
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 e）ヒトデ卵母細胞の減数分裂再開時に、未報告の制御経路が介在する可能性が示唆されたので、

その解析のため特異抗原等を調製した。また、ウニ卵と精子の融合時の外液 Ca イオン必要性有

無の解析のため、精製コンブ由来レクチンの Ca 欠如環境下でのバフンウニ受精膜形成活性を解

析し、同レクチンの作用発現に Ca イオンが必須であることを確認した。 

 f）ウニ卵を活性化させる物質を研究した。コンブの分泌細胞から精製された物質は，バフンウ

ニ卵の受精膜を挙げ，GlcNAc の抑制をうけるレクチン様蛋白質であった。同様にツブ貝の鰓下

腺分泌物質も受精膜を挙げ，Glc の重合体で抑制され，現在精製中である。成果は日本動物学

会で報告した。 

 
室蘭臨海実験所 
 
 室蘭実験所の平成 13 年度の構成メンバーは市村輝宜所長、本村泰三（教授）、四ツ倉典滋（助

手）、傳法隆（教務職員）、加藤弘美（事務補助員）、上井進也（非常勤研究員）、冨樫辰也（特別

研究員）、長里千香子（特別研究員）、李相煕（DC3 年）吉川伸哉（DC3 年）、ディアン・ヘンダ

ラヤンティ（DC1 年）である。このうち冨樫君は平成 14 年 1 月より千葉大学海洋バイオシステ

ム研究所の方に助手として勤務することになった。また、韓国からの留学生の李君は平成 13 年

12 月に学位を取得し、韓国に帰国し、Chungnam National University において非常勤研究員とし

て勤務している。 
 室蘭実験所においては、従来と研究テーマは大きく変わらず、１）藻類、特に単細胞緑藻をモ

デルとした種分化の問題、さらには２）日本産コンブ類の種分化の問題について分子系統学的手

法をもちいて解析を行っている。また、３）海藻類の受精・発生過程における核と葉緑体・ミト

コンドリア・中心体といったオルガネラの協調的動態について解析を行っている。研究成果は国

内外の学会、並びに学会誌に別表のとおり発表してきた。また、本年度 1 年間の短い採用期間で

あったが、非常勤研究員の上井君は実験所前浜のチャラツナイ浜の海藻フロラの再調査を数十年

ぶりに行い、緑藻 23 種、褐藻 55 種、紅藻 108 種、計 186 種を確認し、デジタル画像として記録

した。 
 対外的な教育活動としては、国立大学臨海臨湖実験所公開臨海実習（参加者 10 名）を 9 月 3
日から 1 週間の予定で行った。また、北海道新聞社主催と室蘭市青少年科学館主催の海藻採集会

を小学生を対象に行い、文部科学省等が主催する全国マリンスポーツフェア マリンネット・マ

ナビスト・ツアーの一環として海藻観察の指導を行った。 
 
洞爺臨湖実験所 
 
 当実験所では、道内外の数多くの研究機関と共同し、以下の２大研究プロジェクトを行ない、

大学院生および学部学生の教育も行なっている。 

1. 洞爺湖の湖水環境保全と魚類資源管理の両立に関する総合的研究 
 洞爺湖は、これまで天然災害（数十年周期の有珠山噴火による降灰の影響）および人為的災害

（水力発電のため導入した酸性水による酸性化）により多大の影響を受けて来た世界的に見ても

特異的な湖である。現在、湖水は水力発電・飲料水・農業用灌漑用水として利用され、湖内には

内水面漁業の有用対象魚が生息しており、北海道の湖沼における自然環境保全を考慮していく上

でモデルとなる非常に重要な湖である。北海道大学北方生物圏フィールド科学センター洞爺臨湖

実験所では、道内の他の湖沼において応用可能な以下の４つのプロジェクト研究を行っている。 

湖水環境総合研究：湖水の物理・化学・生物学的調査を総合的に行っており、湖水の物理・化学

的性状が、食物連鎖機構（栄養塩・植物・動物プランクトン・魚類）にどのように影響を及ぼし

ているかを総合的に解析している。 

洞爺ベニザケ研究：ヒメマスからスモルト（海水適応能力を獲得した幼魚）を作出して、長流川

から太平洋に降海させ、ベニザケとして回帰させことに成功しており、地域の特産物として洞爺

湖にベニザケを回帰させることを計画している。 

魚類資源管理研究：洞爺湖漁業協同組合員と遊漁者により漁獲される内水面漁業の有用対象魚（ヒ

メマス・ヤマベ・ニジマス・ワカサギ）を適正に資源管理していくため、組合員による魚類の孵

化放流尾数および遊漁者による釣獲尾数を調査している。 
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エンクロージャー研究：洞爺湖はリンが極端に少ない貧栄養湖であり、実験的閉鎖空間（エンク

ロージャー）においてリンを添加して、湖の基礎生産力および魚類生産力におよぼす影響を解析

している。国立水産系大学の唯一の臨湖実験所として、ヒメマスをモデルとしたサケの母川回帰

機構に関する魚類生理学的研究、および湖水環境保全と魚類資源生産管理の両立に関する環境生

物学的研究、という特色ある研究を行っている。 

2. 北海道のサケ資源を有効利用するための総合的研究 

 北海道の水産業にとってシロザケとサクラマスは重要な漁業資源であるが、どちらも産業的に

有効利用されていない。北海道大学北方生物圏フィールド科学センター共生生態系保全領域では、

サケ資源を有効利用するため、以下の４大プロジェクト研究を行っている。 

①サケ母川回帰行動を制御するホルモン遺伝子および河川識別する嗅覚機能に関する生物学的研

究：サケは繁殖のため母川に遡上するので、脳−下垂体−生殖腺系のホルモンの分泌動態を制御す

る遺伝子、および河川識別する嗅覚機能を解明して、サケの母川回帰行動の制御を試みる研究を

行っている。 

②海洋環境分析型魚類自動追跡システムの開発に関する研究：水中のみを移動する魚類に装着し

た超音波発信器からのシグナルを、海洋において自動追跡するロボット船、ロボット船に搭載し

た水中環境分析器により魚類が遊泳する海中環境を自動分析するシステム、および人工衛星を介

したロボット船と陸上基地間のデータ通信システムを開発して、魚類の回遊経路および遊泳環境

を解析する研究を行っている。 

③サクラマススモルト降海行動自動解析システムの開発に関する研究：ピリカダムの魚道をどの

ような形状にしたらサクラマスのスモルト（海水適応能を獲得した幼魚）が降海できるかを、ス

モルトに装着した超音波発信器からのシグナルを自動受信して行動解析するシステムを開発して、

スモルトの降海行動を解析する研究を行っている。 

④アザラシの行動解析によりサケ定置網被害防止対策に関する研究：襟裳岬に生息するゼニガタ

アザラシがサケ定置網に入り込み被害をもたらしているので、アザラシに超音波発信器を装着し

て、サケ定置網に設置した自動受信機によりアザラシの行動解析するシステムを開発して、サケ

定置網被害を防止する対策を検討する研究を行っている。 

 
臼尻水産実験所 
 
本施設では，立地条件を生かした研究活動と研究体制の整備を進めている。具体的には，スキ

ューバダイビングによる浅海域生物の生態研究，飼育施設を活用した種々の飼育実験，さらに現

場でのサンプルの一次処理またフィールドと飼育を同時進行で行う室内実験と設備の拡充である。 

平成 13 年度は，科学研究費補助金により整備，拡充した，水中ビデオと DNA 鑑定設備，レギュ

レーター，タンクなどダイビング機材を活用して，シワイカナゴ，アイナメ，カジカなど沿岸魚

類の卵保護行動に関する行動生態学研究を進めた。特に，昨年新種発表され臼尻前浜で大規模な

繁殖場を発見したキマダラヤセカジカ，ヤセカジカの生態研究では，これらの種の特異的な繁殖

行動と受精機構などを観察，解明し，関連学会での講演では多くの関心を引くことができた。そ

の他，カイメンなど無脊椎動物に産卵する魚類をモデルに，沿岸性物の種間関係，共生に関する

生態研究も進んできた。また，当施設は，水生生物の生態研究ツールとして，DNA 鑑定を行って

いる，日本では数少ない研究室のため，北大内および他大学研究室との共同研究の申し込みが多

い。13 年度は，アフリカ，タンガニーカ湖のカワスズメ科魚類，日本産のメダカ，移入魚のカダ

ヤシ，沿岸での重要な水産生物のホッカイエビでの DNA 鑑定の共同研究が始まった。これらは，

DNA 鑑定という同じツールであるが，行動生態学的研究，生殖生理学的研究，水産資源学的研究

など多様な目的を持って進められている研究である。DNA 鑑定は，それぞれの研究分野で定着し

てきたが，本施設もこの進展に寄与してきた。 

これらの施設の専任教官の研究のほか，カレイ類の初期生残に関する研究，ケニの異性誘因フ

ェロモンに関する研究，さらには，魚群探知機の開発など，水産学への応用研究の実験されてい

る。 

教育活動では，例年の水産学部生の臨海実習，定置網実習のほか，３年目となるフレッシュマ

ン実習が行われた。フレッシュマン実習では，季節，天候に恵まれ，サケの遡上，サケ・ブリ定

置網漁業の見学と講義を通じ，フィールド科学の実践的教育にも参画した。 
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年間利用者は，なお微増を続けているが，飼育施設および実験施設の老朽化・狭隘化が進行し，

一方，水産科学・技術の高度化，大規模化が進み，現状では利用者のニーズに十分こたえられな

い施設へ墜ちてきた感がある。 

 
七飯淡水実験所 
 
 近年、本施設が行なって来たような系統保存の方法では、自然集団の持つ多様性を維持できな

いことが明らかになってきた。また、ゲノム研究の進展に伴い、選抜育種とは異なる新しい育種

技術が求められてきている。現在本施設では、魚類における発生工学的技術の展開を図り、遺伝

子資源の保存と再生を目指す研究が行なわれている。 
 本施設では、次世代における発生工学の材料として始原生殖細胞に注目し、その形成過程や生

殖隆起への移動過程を組織学的、分子生物学的に明らかにしている。また、始原生殖細胞の分化

に影響を与えると考えられる初期発生の機構を胚操作の手法を用いて明らかにしてきた。さらに、

発生工学の遺伝子資源を確保する目的で、多分化能を有する胚細胞の凍結保存技術を確立してい

る。これらの技術・知見を総合し、凍結胚細胞を宿主胚に移植することで生殖細胞キメラを作成

し、最終的に凍結細胞由来の個体を再生する研究を行なっている。将来的にはこの技術を発展さ

せ、魚類における借り腹生産技術の確立を目指している。 
 一方、ポストゲノム時代に対応すべく、リソースファミリーを作成し提供すると共に、遺伝子

の物理地図作成に必要な染色体研究も本施設の魚を材料に進められている。これらの遺伝子解析

の成果に本施設の技術体系を加え、水産生物の遺伝子利用の道へ総合的に貢献して行くことが目

標である。 
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Matsumoto, S.: Biochemical studies on neurosteroid biosynthesis in salmonid fishes，水産科学研究科，生命機

能学講座 (2002) 
松崎 龍：傾斜放牧地における土－草－家畜を巡る窒素動態に関する研究，農学研究科，北方資源生

態学講座 (2002) 
恵 千晶：体細胞雑種作出を目的としたアブラナ科植物プロトプラストの培養法と融合法の確立，農

学研究科，園芸緑地学講座 

三上 暁子：マニュアを発生源とするハナアブ，ミズアブ類に関する研究，酪農学園大学，環境昆虫学

講座（2002） 

三谷 朋弘：放牧飼養時における併給粗飼料の給与が泌乳牛の飼料摂取量，乳生産，エネルギーおよび

窒素出納に及ぼす影響，農学研究科，北方資源生態学講座 

道広 絢：異なる時期の光環境変化に対する落葉広葉樹稚樹の反応，農学研究科，森林資源科学講座

(2002) 
三浦 隆司：マシンビジョンを用いた作物生育センサの開発，農学研究科，生物生産工学講座 

宮本 健太郎：農用移動ロボット協調作業のための制御アルゴリズム，農学研究科，生物生産工学講座 

三好 和貴：エゾクロテンの食性と生息地利用，地球環境科学研究科，環境情報医学講座(2002) 
水野 里香：北海道厚岸湾でのウガノモクとそれに付着するワレカラ類の動態，茨城大学，大学院理工

学研究科 

持田 誠：北海道大学農学部附属牧場林間放牧地の植物群落学的研究，農学研究科，北方資源生態学

講座（2002） 

長岡 秀明：HBS パルプ化－HBS リグニンの理化学的性質とその利用－，農学研究科，生命有機化学

講座(2002) 
成田 厚博：洞爺湖におけるヒメマスの遊漁釣獲量推定および資源評価に関する研究，水産科学研究科，

資源生産生態学講座 (2002) 
西川 大輔：サケ科魚類の嗅覚に関する基礎的研究，水産科学研究科，生産システム学講座 (2002) 
野口 麻穂子：択伐施業が北海道北部の針広混交林の更新と林床植生に及ぼす影響，農学研究科，北方

森林保全学講座(2002) 
樋浦 里志：キンギョソウ beni 座のトランスポゾンタギングと nivea 座の発現解析，農学研究科，育種

工学講座 

小野寺 理：アスパラガスの雌雄性における果実着生要因の解析，農学研究科，園芸緑地学講座 

大石 真智子：未成熟火山灰土壌におけるアカエゾマツ養分動態と光合成反応－外生菌根菌の影響－，

農学研究科，北方森林保全学講座(2002) 
大島 千周：めん羊における生牧草栄養価の季節変動に関する研究，農学研究科，家畜生産学講座 

佐藤 恵理子：牛乳中に含まれるオステオポンチンの検出とその組み換えタンパク質の作成，農学研究

科，畜産資源開発学講座 

塩寺 さとみ：冷温帯落葉広葉樹林における稚樹バンク動態，地球環境科学研究科，地域生態系学講座

(2002) 
杉船 大亮：近赤外分光法による搾乳時乳質の連続測定，農学研究科，生物生産工学講座 

田口 康宏：近年の環境変化に対する冷温帯林の落葉樹の生長応答，地球環境科学研究科，地域生態系
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学講座(2002) 
高田 真樹子：ハスカップ（Lonicera caerulea L.）果実の形質調査および倍数性育種に関する研究，農学

研究科，北方資源生態学講座 

高原 志樹：コイ肝細胞培養系を用いた植物性エストロジェンのビテロジェニン誘導に関する研究 

高野 透：生牧草自由採食下のめん羊における採食・反芻行動と反芻胃内性状の関連，農学研究科，

家畜生産学講座 

竹井 悠：泌乳牛の粗飼料多給飼養下における成分含量の異なる濃厚飼料給与が乳生産、窒素および

エネルギー出納に及ぼす影響，農学研究科，家畜生産学講座 

田中 稔：魚類における核移植技術に関する基礎的研究（2001） 

WINATA, Catharine. K.：厚岸湖におけるアサリの個体群研究，北海道大学，理学研究科 (2001) 
八木 美穂子：北海道北部地方の蛇行性渓流における土砂移動と流路変動の形態，農学研究科，北方森

林保全学講座(2002) 
山崎 修一：異なる環境条件がエンドファイト感染ペレニアルライグラスの生育に及ぼす影響，農学研

究科，北方資源生態学講座 

Yuri Kondrashikin：Genetic study on a monogerm trait of Russian origin in sugar beet，農学研究科，育種工学

講座 
 
③ 卒業論文 
相田 貴紀：ドジョウの初期胚細胞の分化に関する研究（2001） 

秋田 真澄：標津川におけるシロザケ親魚の遡上行動と稚魚の降河行動に関する研究，水産学部，資源

生産生態学講座 (2002) 
温井 容子：ヒヨコ豆（Cicer arietinum）外皮の稲ワラへの添加がめん羊の繊維消化およびルーメン内繊

維分解性微生物に与える影響，農学部，畜産科学科 

蝦名 恵利華：バレイショ栽培品種の根における TTC 活性および可溶性単糖類含有量，農学部，生物

資源科学科 

東 祥子：乳用種廃用牛の半腱様筋を利用した肉節の製造 －トレハロースの添加が肉節の品質に及

ぼす影響－，農学部，畜産科学科 

樋口 憲一：農用ロボットの群管理システムに関する研究，農学部，農業工学科 

平田 真：園芸作業の爽快感，疲労感の数値化の試み，農学部，生物資源科学科 

深川 知久：マルチスペクトルイメージングシステムを利用した作物生育センサ，農学部，農業工学科 

池永 充伸：イネにおける受精前交雑不親和性の遺伝解析，農学部，応用生命科学科 

今井 真希：カイコミトコンドリア DNA の構造解析および個体内多型の検出, 農学部, 応用生命科学科 

稲富 佳洋：ギョウジャニンニクの諸形質の生理・生態的特性の評価並びにユキザサ繁殖技術の確立に

関する研究，農学部，生物資源科学科 

猪瀬 裕一：食肉保蔵の新たな方法に関する試み，農学部，畜産科学科 

石郷岡 典子：イネの低温適応性に関する解析，農学部，応用生命科学科 

石崎 隼児：衛星細胞の単離・培養法に関する研究，農学部，畜産科学科 

伊藤 夏子：アスパラガス‘GOLD SCHATZ’にみられる花の形態変異に関する研究，農学部，生物資

源科学科 

岩橋 美和：柚子のある暮らし，神戸学院大学，人文学部 (2002) 
岩野 剛久：画像処理による害虫防除に関する研究，農学部，農業工学科 

梶原 靖久：異なる気象条件下におけるトウモロコシの生産性の品種間比較，農学部，生物資源科学科 

加藤 ゆき恵：ニセコ町富岡の湧水湿地とその周辺の維管束植物相，農学部，生物資源化学科（2002） 

木村 友響：牛肉カルニチンが培養心筋細胞の脂質代謝に及ぼす影響，農学部，畜産科学科 

小林 圭子：傾斜放牧地における傾斜度が牛の食草行動に与える影響，農学部，畜産科学科 (2002) 
小林 夏生：表土剥ぎ取り斜面における植生侵入の初期状況，農学部，森林科学科 (2002) 
小関 ますみ：制御環境下で生育する幼植物を用いたホウレンソウ抽苔の解析，農学部，生物資源科学

科 

國廣 靖志：Tree ring series and environmental changes around Lake Shumarinai，農学部，森林科学科 (2002) 
畔柳 宏司：産業用無人ヘリコプタの農業利用に関する研究，農学部，農業工学科 
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松平 洋明：テンサイ X 遺伝子座に連鎖する共優性マーカーの作出，農学部，応用生命科学科 

松村 泰子：テンサイにおける形質転換当代の導入遺伝子の存在様式に関する研究，農学部，生物資源

科学科 

馬渡 祐子：時間制限放牧下の泌乳牛への異なる補助飼料の給与が乳生産，窒素およびエネルギー出納

に及ぼす影響，農学部，畜産科学科 

三上 真人：北海道における水稲新旧品種の N 供給量に対する生育反応の比較，農学部，生物資源科学

科 

宮崎 祐子：ハクウンボクにおける繁殖器官への資源分配，農学部，森林科学科 (2002) 
水野 明子：時間制限放牧下における併給飼料の違いが泌乳牛のルーメン内性状および血液性状に及ぼ

す影響，農学部，畜産科学科 

武藤 淳：ベレリンおよびアブシジン酸による樹木細胞内の微小管の低温に対する安定性の変化，農

学部，森林科学科 (2002) 
中津 祐一郎：ウシ Mx 塩基配列の多型に関する研究，農学部，畜産科学科 

中山 拓哉：べチュリンの機能化－液晶化を目指して－，農学部，森林科学科 (2002) 
根本 純司：リグニンと古紙を原料とするボードおよび成形活性炭の製造に関する研究，農学部，森林

科学科 (2002) 
西本 大祐：イネの雑種不稔性に関する遺伝解析，農学部，応用生命科学科 

野元 悠太：テンサイ細胞質雄性不稔における atp6 プレシクエンスの発現および不稔性発現初期段階の

形態比較，農学部，応用生命科学科 

野呂 裕司：イネ epsps-rps20 領域において検出された培養変異の分子遺伝学的研究，農学部，応用生命

科学科 

大江 美香：生牧草または乾牧草を自由菜食させためん羊のメタン発生とそれに関わる要因，農学部，

畜産科学科 

岡林 直樹：ドジョウ非還元卵の受精における核の挙動に関する研究（2001） 

奥山 隼一：脳波ロガーによるサケ科魚類の嗅覚応答解析の試み，水産学部，多様性生物学講座 (2002) 
大坪 耕介：北海道における水稲新旧品種の倒伏抵抗性の比較，農学部，生物資源科学科 

尾内 勇樹：中川照査法試験林における施業結果の検証，農学部，森林科学科 (2002) 
齋藤 久美：イネアントシアニン基本着直遺伝子 A 座候補領域 DFR の分子的解析，農学部，応用生命

科学科 

斉藤 通彦：近赤外分光法による搾乳時生乳成分連続測定技術の開発 －乳牛の個体差が測定精度に与

える影響－，農学部，農業工学科 

齋藤 健明：雄ブタの生殖能力におよぼすカルニチンの効果，農学部，畜産科学科 

品田 博史：野生ビート由来の雄性不稔細胞質の研究，農学部，応用生命科学科 

篠塚 大士：ペレニアルライグラスにおける耐凍性に関する分子遺伝学的研究，農学部，生物資源科学

科 

塩川 優香：mtDNA マーカーを用いたドジョウクローン系統に関する研究（2001） 

静野 愛：草型の異なるサイトウ品種における高 CO2 条件に対する反応，農学部，生物資源科学科 

園田 陽：トランジェントに導入したキンギョソウトランスポゾン Tam3 の挙動解析とその利用，農学

部，応用生命科学科 

須田 芳人：食肉単味製品の品質に関する基礎的研究，農学部，畜産科学科 

杉原 京平：マイクロチューバーを種イモとするバレイショの耐乾性，農学部，生物資源科学科 

鈴木 真理子：「オホーツクヘラムシ Idotea ochotensis の食性と成長」，理学部 (2001) 
正田 京子：ウマでの繊維消化の評価におけるＮＤＦ法と酵素法の比較，広島大学，生物生産学科（2002） 
高木 恭子：MITE を利用したイネ属種間のゲノム構造解析，農学部，応用生命科学科 

高階 史章：牛糞近傍における硝酸態窒素の動態と草種構成の関係，農学部，生物資源科学科 

田邉 桃香：べチュリン誘導体の合成とその性質，農学部，森林科学科 (2002) 
寺田 圭：ブタ精巣における c-Kit 遺伝子発現について，農学部，畜産科学科 

徳島 悠木：イトウ二次循環系液の免疫生化学的研究（2001） 

徳地見 朋子：広域熱収支における地表面特性の影響に関する研究，農学部，農業工学科 

富岡 なおこ：DNPT (2,4-dinitrophenyl-1-thio-β-D-glucopyranoside)を用いた myrosinase 生産菌のスクリ
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ーニング，農学部，生物機能化学科 

戸崎 富哉：キンギョソウ花色分離集団における nivea 座の構造解析，農学部，応用生命科学科 

辻 秀之：群落表面温度と植生指数に関する研究，農学部，農業工学科 

上田 聖子：牛乳由来のオステオポンチンの精製，農学部，畜産科学科 

植木 飛鳥：HBS パルプ化におけるリグニンの構造変化－NMR による解析－，農学部，森林科学科(2002) 
植野畑 真希：クランベリー，ヒッポファエの in vitro 培養系の確立とアロニアの倍数体作出に関する

基礎的研究，農学部，生物資源科学科 

上野 剛：:オルガノソルブリグニンの性質とその利用－リグニンエポキシ樹脂の調整－，農学部，森

林科学科 (2002) 
上野 裕介：生物の移動に伴う隣接生態系からの物質供給が食物網構造に及ぼす影響，水産学部 (2001) 
内野 宙：デュラムコムギの根における貫入力の遺伝的差異に関する形態学的研究，農学部，生物資

源科学科 

山野 秀尚：北海道和種馬とサラブレッド系軽種馬の後腸細菌叢の品種間比較，農学部，畜産科学科

（2002） 

米田 明弘：ブタ体外受精胚の発生に関する研究 －細胞質内脂肪的除去による胚発生へ細胞質内脂肪

滴除去による胚発生への影響－，農学部，畜産科学科 
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５．センターで主催した行事等 

 
６．刊行物 

 
７．受賞の記録 

開催年月日 行　　　事　　　名　　　等

13年4月3日 北方生物圏フィールド科学センター　開設式

13年9月10日 厚岸臨海実験所創立70周年記念
北方生物圏フィールド科学センター設立記念
　「2001年厚岸シンポジウム」
記念式典・祝賀会

13年9月13日 北方生物圏フィールド科学センター設立記念シンポジウム
　「人と自然の共存 －北方生物圏フィールド科学センターのめざすもの－」
記念式典・祝賀会

13年9月30日 北海道大学創基125周年特別講演「宮部博士と植物園」

13年9月30日 北海道大学創基125周年記念事業「植物園の無料開放」

13年10月24日 演習林創設100周年記念　国際シンポジウム
　「フィールドサイエンスおよびフィールド管理技術の確立と国際ネットワークの構築」
記念式典・祝賀会・エクスカーション

14年3月14日 平成１３年度北海道大学教育研究基盤校費（プロジェクト研究）シンポジウム
　「フィールド科学の構築を目指して」

受賞年月 受賞者氏名 賞　名 研究テーマ等 授賞団体名

森林圏ステーション

13年9月 杉下  義幸 第３回森林管理技術賞 全国大学演習林協議会

13年8月 長里千香子・本村泰三 The George F.
Papenfuss Poster
Award

Function of the
centrosome for mitosis
and cytokinesis in

International
Phyocological Society

水圏ステーション

刊行物名 巻（号）等 発行年月 備　　考

森林圏ステーション

北海道大学農学部演習林研究報告 58(2) 2001.  9 森林圏ステーション(札幌)

                 〃 59(1) 2002.  3 〃

 Eurasian Journal of Forest Research Vol.3 2001. 10 〃

                 〃 Vol.4 2002.  3 〃
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８．公開講座・講演会 
開催月日 開催テーマ 参加対象者 参加人数

森林圏ステーション

13年9月25日 第５回道北の地域振興を考える講演会 職員・一般市民

「これからの社会保障のあり方と地方自治のはたす役目」
  　北　良治（奈井江町長）

「高齢化社会における住民生活と地域振興」
    津田 美穂子(市立名寄短期大学･教授）

「世界水フォーラム(2003.3　京都)－その内容と意義－」
  　加藤　昭（(財)ダム水源地環境整備センター理事長）

   10月24日 北海道大学演習林創設100周年記念国際シンポジウム－フィールド･
サイエンスおよびフィールド管理技術の確立と国際ネットワークの
構築－

職員・一般市民 180

「アラスカ亜北極域における長期生態研究(LTER)と水文学的分
析」Larry D. Hinzman（アメリカ合衆国・アラスカ大学フェア
バンクス校・水資源・環境研究センタ－･教授）

「ブリティッシュコロンビア大学研究林における研究プログラ
ム」Ken Day（カナダ･ブリティッシュコロンビア大学･演習林
長）

「中国東北部の老山演習林のチョウセンゴヨウマツ人工林にお
ける水文学的研究」Shi Fuchen（石 福臣）（中国･中国科学
院･地理科学及資源研究所･研究員）

「北東アジアにおけるハリギリの分布とその成長」Don Koo
Lee（李 敦求）（大韓民国･ソウル大学農業生命科学部･教授）

「シベリアの永久凍土地帯におけるカラマツ林の長期研究か
ら」Anatory P. Abaimov（ロシア･ロシア科学アカデミー スカ
チェフ森林研究所･副所長）

「大きな変動を示す齧歯類個体群の構造と変動プロセス：エゾ
ヤチネズミの長期観察個体数データから個体群の構造を推論
し，変動のプロセスを提示する」Nils Chr. Stenseth（ノル
ウェー･オスロ大学･教授）

「地球環境研究センターが推進する森林の炭素循環機能に関す
る研究戦略」 藤沼 康実（独立行政法人 国立環境研究所地球
環境研究センター･研究管理官）

「流域環境の質と環境意識の関係解明」 吉岡 崇仁（文部科学
省 総合地球環境学研究所･助教授）

「１００年で分かったこと、分からなかったこと」 日浦  勉
（北海道大学 北方生物圏フィールド科学センター･助教授）

14年2月26日 第６回道北の地域振興を考える講演会 職員・一般市民

「『人々の定住』をめぐって」
  　七戸　長生(市立名寄短期大学･学長）

「新たな地域発展の道－欧州と北海道－」
  　奥田　仁(北海学園大学経済学部･教授)

    2月27,28日 「中国・黄土高原における緑化協力－日本の大学研究林に期待する
役割－」　遠田　宏(緑の地球ネットワーク･顧問)

職員・一般市民

    3月11日 アマゴのシンポジウム「七川のコサメ」 地域住民 40

植物園

13年9月30日 北大創基125周年特別講演「宮部博士と植物園」 一般 72

厚岸臨海実験所

13年6月5-11日 国立大学理学系臨海臨湖実験所公開臨海実習（海洋生態学Ａ） 生物系大学院生 7

    7月30日-
        8月6日

国立大学理学系臨海臨湖実験所公開臨海実習（海洋発生生化学） 生物系大学院生 8

    8月17-23日 国立大学理学系臨海臨湖実験所公開臨海実習（海洋生態学Ｂ） 生物系大学院生 28

    9月10日 70周年記念厚岸シンポジウム  記念特別企画
　「森は海の恋人か？－厚岸水系における陸と海をつなぐ研究－」

教育関係者・専門
研究者・一般社会

56

室蘭臨海実験所

13年9月3-9日 国立大学理学部臨海臨湖実験所公開臨海実習

七飯淡水実験所

14年１月18日 北大水産科学研究科と道立水産孵化場の合同セミナー
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９．社会人教育・野外学習等 
開催月日 テーマ 参加対象者 参加人数

森林圏ステーション

13年5月27日 自然観察会（ワラベンチヤー） 問寒別小中学校 30
    6月5-6日 地域体験総合演習 名寄短期大学 30
    6月10日 自然観察会 問寒別町内会 120
    6月13日 自然観察会（音威子府村高齢者学級匠塾） 一般社会人 14
    6月28日 アジア欧州基金「日本の森林紹介」 ASEFフェロー 5
    7月10-11日 総合演習「道北の自然環境」 名寄短期大学 61
    8月8日 公開講座「自然はともだち」 小中学生、親 9
    8月19-20日 自然観察等の野外実習（ＪＳクラブ） 一般社会人 18
    8月27-31日 野外シンポジウム 全国学部学生等 25
    8月27-31日 野外ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ2001～森をしらべる 全国学部学生等 50
    9月5日 中川町森の学校（現地スクーリング） 一般社会人 18
    9月6-7日 雨龍研究林内の環境と環境水中元素との関わり 東京家政大学 12
    9月14日 野外実習（中川商業高校） 全学年 70
    9月19･25日 野外実習（音威子府高校２回） １・２年生 62
    9月27日 「ＦＵＬＬタイム」活動（資料収集）(明神中) 中学生 37
    10月1日 自然観察会 深川市議会 26
    10月3日 技術交流会 北空知森林管理署 20
    10月15日 自然観察会 朱鞠内小学校 14
    10月26日 森林探訪（音威子府村山村都市交流センター） 一般社会人 15
    11月5日 エゾシカ・ライトセンサス 小中学生・父兄 21
    11月11日 自然観察会（北海道ｶﾅﾃﾞｨｱﾝｶﾇｰｸﾗﾌﾞ） 小学生・父兄 33
14年1月10-11日 森の探検隊 周辺地域小学生 21
    2月16日 自然観察会（中川町雪あかり実行委員会） 一般社会人 580
    2月22日 古座川町内の自然及び施設の見学・研修 (目潮会) 報道関係者 16
    3月5日 中川町森の学校（現地スクーリング） 一般社会人 19

生物生産研究農場

13年5月21日 田植え体験 幼稚園 80
    5月23日 田植え体験 幼稚園 30
    8月7-8日 体験入学「食糧生産と環境との調和を目指した農学最前線

をフィールドで学ぶ」
高校生 20

植物園

通年 常設展示開放 一般 83,411
通年 札幌市立大通小学校における総合学習への対応 小学生 157(延人)
通年 各小中学校における総合学習への対応 小中学生 24件
13年4月7日 「アイヌのマキリ」写真集に資料写真提供 （一般）

4月18日 「歴史の資料 北海道版」に資料写真提供 （一般）
4月28日 北海道開拓記念館第130回テーマ展に資料貸出 （一般）
8月10日 北海道立アイヌ民族文化研究センター冊子に資料写真提供 （一般）
8月21日 北海道開拓記念館第52回特別展に資料貸出 （一般）
8月29日 北大創基125周年総合博物館展示に資料貸出 （一般）
9月3日 写真集『北大125年』に資料写真提供 （一般）
9月30日 北大創基125周年特別展示・植物園教室 一般 1,380
11月15日 大阪学院大学教材に資料写真提供 中・高生
11月20日 小学校社会科副読本に資料写真提供 小学生
11月21日 『青森県史』に資料写真提供 （一般）
11月22日 東京都発行人権リーフレットに資料写真提供 東京都民

14年1月10日 岩手県立博物館展示に資料写真提供 （一般）
    3月9･10日 冬の植物園ウォッチングツアー 小学生およびその家族 46

厚岸臨海実験所（アイカップ自然史博物館）

13年4月28日 自然観察会（野の花と野鳥の観察－双見岩海岸－） 一般社会人 25
5月20日 自然観察会　（花と昆虫の観察－アイカップ－） 一般社会人 19
6月24日 自然観察会　（磯の生物観察－大黒島－） 一般社会人 18
7月7日 厚岸湾・厚岸湖の生物観察・勉強会（磯採集とウニ発生） 一般社会人 8
7月20日 自然観察会　（西別岳登山） 一般社会人 15
8月12日 自然観察会　（浜辺の植物と動物－又飯時海岸－） 一般社会人 14
9月16日 自然観察会　（きのこの採集－オンネトー－） 一般社会人 12
10月15日 自然観察会　（種子と果実の採集と観察－アイカップ－） 一般社会人 11
12月22日 自然観察会（スライド映写会） 一般社会人 21

室蘭臨海実験所

13年7月8日 第2回むろらん探検隊
    8月7日 夏休み科学クラブ（室蘭市青少年科学館）
    8月8日 第5回全国マリンスポーツフェア　マリンネット・マナビス

ト・ツアー

14年3月6日 フレッシュマン教育－火山と湖と海と林と湿原の自然 北海道大学1・２年生・留学生 21

洞爺臨湖実験所

14年3月5日 フレッシュマン教育－火山と湖と海と林と湿原の自然 北海道大学1・２年生・留学生 21

七飯淡水実験所

13年9月8日 浪岡町渓流魚同好会施設見学
10月3日 青森県鯵ヶ沢町イトウ養魚指導
10月25日 七飯町理科サークル生物研修会採卵実習指導
10月26日 北海道大学水産学部留学生施設見学
10月29日 尾白内小学校PTA研修旅行施設見学
11月14日 北海道函館水産高等学校施設見学

14年1月10日 七飯中学校　総合学習見学指導
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10．講演活動（外部からの依頼により、施設職員が行った講演） 

 
 

開催月日 講演テーマ 主催団体

森林圏ステーション

14年3月 森へのいざない 函館森林管理センター

植物園

ヤナギの雄花から進化を探る 朝日カルチャーセンター

静内研究牧場

13年9月29日 日高における乗馬の現状と課題 静内町

10月8日 放牧飼養における育成牛の体成分蓄積の特徴と内分泌反応 栄養生理研究会

12月6日 北大牧場を使ったフィールド体験教育 土壌肥料懇話会

厚岸臨海実験所

13年10月4日 厚岸水系における陸上の植生・利用形態と定常時および非
定常時における陸上→河川→沿岸の物質輸送と沿岸生態系

東大海洋研究所

14年2月28日 北海道厚岸湾のアマモ葉上に生息するカイアシ類 Kushia
zosteraphila  の生活史，

大槌シンポジウム

3月29日 厚岸水系における定常時と非定常時における陸域からの
物質移動，

日本生態学会

洞爺臨湖実験所

13年10月26日音響発信システムによるサケの母川回帰鼓動の追跡 琉球大学熱帯生物圏研究センター

11月1日 サケの母川回帰機構ー遺伝子から行動まで 東京理科大学 長万部校

11月2日 サケの母川回帰 日本農芸化学会北海道支部

14年1月10日 釧路川におけるサケ・マス資源と河川環境ーさけ科魚類か
ら見た河川環境の有るべき姿

河畔緩衝帯国際会議企画運営委員会

臼尻水産実験所

13年11月3日 海の生き物たちの不思議な生態 ネットワーク2000
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11．諸会議開催状況 （平成１３年度） 

 

○  運営委員会                         ○  教授会議 

回 数   開   催   日 備考 回 数  開   催   日 備考 

第１回 

第２回 

第３回 

第４回 

第５回 

１３． ４．１９（木） 

１３． ７．１９（木） 

１３．１１． ９（金） 

１４． ２． １（金） 

１４． ３． ５（火） 

 第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

１３． ４．１３（金） 

１３． ７．１８（水） 

１３．１１． ８（木） 

１４． １．３１（木） 

１４． ３． ４（月） 

(拡大)

 

 

○  運営調整会議                         ○  施設・将来計画委員会 

回 数  開   催   日 備考 回 数 開   催   日 備考 

第１回

第２回

第３回

１３． ９．２７（木） 

１４． １．２４（木） 

１４． ２．１８（月） 

 

 

 ○  予算委員会           

回 数 開   催   日  備考 

第１回 

第２回 

第３回 

第４回 

第５回 

第６回 

第７回 

第８回 

第９回 

第10回 

第11回 

第12回 

１３． ５．２４（木） 

１３． ６．２６（火） 

１３． ７．１０（火） 

１３． ９．２７（木） 

１３．１０．１１（木） 

１３．１０．３０（火） 

１３．１１． ８（木） 

１４． １．１０（木） 

１４． １．２４（木） 

１４． ２．１２（火） 

１４． ２．２７（水） 

１４． ３．１５（金） 

 

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

１３． ５． ８（火） 

１３． ５．３１（木） 

１３． ６．２６（火） 

１３． ７．１０（火） 

１３．１０．２９（月） 

１４． ２．１８（月） 

 

 

 

○  教育研究計画委員会                    ○  学術情報委員会 

回 数  開   催   日 備考 回 数  開   催   日  備考 

第１回 １３． ７．１８（水）  

 

 

  ○  図書委員会 

回 数  開   催   日  備考 

第１回 １３． ４．１３（金）  

第１回 

第２回 

第３回 

第４回 

第５回 

第６回 

第７回 

１３． ５． ８（火） 

１３． ５．３１（木） 

１３． ６．２６（火） 

１３． ９．１４（金） 

１３．１０．２９（月） 

１４． １．１０（木） 

１４． ２．２７（水） 
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12．歳入と歳出の概要 
（1）歳入 (単位：円）

金　　　額

128,464,497

867,600
867,600

33,820,524
33,820,524

66,295,077
34,150,077
32,145,000

27,322,380

158,916
13,571

自 賠 責 保 険 料 11,420
労 働 保 険 料 2,151

145,345
公衆電話取扱手数料 145,345

20,085,000

20,085,000
20,085,000

一 般 分 14,585,000
出 資 金 事 業 500,000
民 間 等 共 同 研 究 5,000,000

148,549,497

（2）歳出 (単位：円）

金　　　額

841,420,324
1,740,000
323,000

28,609,180
1,154,999
8,725,945
619,600
468,376

796,101,548
96,976
55,000

2,158,800
1,366,900

374,000
374,000

28,210,593
28,210,593

10,900,000
10,900,000

4,166,000
600,000

3,566,000

885,070,917

演 習 林 収 入

用 途 指 定 寄 付 金 受 入
奨 学 寄 付 金

農 場 及 び 演 習 林 収 入
農 場 収 入

科 目 及 び 目 の 区 分

雑 収 入

学 校 財 産 貸 付 料
建 物 及 び 物 件 貸 付 料

入 場 料 等 収 入

雑 入
返 納 金

雑 入

産 学 連 携 等 研 究 収 入

産 学 連 携 等 研 究 収 入
受 託 研 究 等

合　　　　　計

科 目 及 び 目 の 区 分

国 立 学 校
児 童 手 当
諸 謝 金
職 員 旅 費
赴 任 旅 費
在 外 研 究 員 等 旅 費
講 師 等 旅 費
外国人教師等招へい及び帰国
校 費
土 地 建 物 借 料
招 へ い 外 国 人 滞 在 費
各 所 修 繕
自 動 車 重 量 税

研 究 所
校 費

産 学 連 携 等 研 究 費

施 設 整 備 費
施 設 整 備 費

産 学 連 携 等 研 究 費

科 学 技 術 振 興 調 整 費
試 験 研 究 旅 費
試 験 研 究 費

計
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13. 職 員 名 簿  （平成１３年１２月１日現在） 
 
センター長  島本 義也 

教 育 研 究 部 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ステーション       ※「○」印は施設等の長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 研　究　領　域 研　究　分　野  教　　授  助　教　授

  生物資源創成領域   生物資源開発分野  中嶋　　博  由田　宏一  平田　聡之

  生物資源応用分野  佐藤　博二  星野洋一郎

  共生生態系保全領域   森林生物保全分野  前川　光司  門松　昌彦  揚妻　直樹

 齊藤　　隆  村上　正志

  水圏生物資源環境分野  上田　　宏  山羽　悦郎

 宗原　弘幸

  海洋生物保全分野  浦野　明央  三浦　　猛

  持続的生物生産領域   地域資源管理分野  神沼公三郎  秋林　幸男  夏目　俊二  吉田　俊也

 池上　佳志

  生物生産体系分野  大久保正彦  鈴木　啓太

  物質循環分野  波多野隆介  秦　　　寛  中辻　浩喜

  生物多様性領域  植物多様性分野  島本　義也  冨士田裕子  東　　隆行  加藤　　克

  海産藻類適応機能分野  市村　輝宜  四ツ倉典滋  傳法　　隆

 本村　泰三 　(教務職員)
  海産動物発生機構分野  佐野　　清  中村　浩之

  生態系機能領域  森林機能分野  佐藤　冬樹  野田　真人  野村　　睦

  流域機能分野  笹　賀一郎  柴田　英昭  高木健太郎

  生物群集生態領域  森林動態分野  小池　孝良  植村　　滋  船越　三朗

 日浦　　勉

  森林生態分野  松田　　彊  車　　柱榮

  群集生態分野  向井　　宏

助　　　　　手

施 設 等 教　　官 事　務　官

北管理部 助教授　秋林　幸男 ○ 室長 高畠　　守 掛長 田中　浩文 髙家　里美 猿子　静子

教　授　佐藤　冬樹 班長 小宮　圭示 主任 富樫　　弘

助教授　植村　　滋 　　 藤戸　永志 　　 齋籐　充大

　〃　　門松　昌彦 　　 市川　　一

　〃　　柴田　英昭

天塩研究林 助　手　野村　　睦 ○ 班長 杉下　義幸 班長 菅田　定雄 専門職員　井上　義彦 五十嵐チカ子 千葉　史穂

　〃　　高木健太郎 　　 小林　　信 　　 浪花　彰彦 小林キヨ子 福田　光枝

　　 北條　　元 　　 芦谷大太郎 秋山　春司 佐藤　昭夫

大岩　敏昭 永井　義隆

和田　克法 五十嵐　満

関根　勝己 金田　捷幸

鈴木　公将 古和田四郎

山中　朝夫

中川研究林 助教授　野田　真人 ○ 班長 山ノ内　誠 班長 守田　英明 専門職員　林　　　寛 渡邊　　緑 鎌田　玲子

助　手　池上　佳志 　　 水野　久男 　　 浪花　愛子 斉藤　始子 横山　公子

　　 杉山　　弘 　　 金子　　潔 樋口　清市 木村　孝男

川本　文明 照井　勝己

山科　健五 斉藤　　満

森永　育男 菅原　　諭

三浦　美明 鈴木　健一

雨龍研究林 助教授　秋林　幸男 ○ 班長 上浦　達哉 班長 竹田　哲二 岡本　智子 市川美津子

助　手　吉田　俊也 　　 鎌田　曉洋 　　 中嶋　潤子 田邉　良平 木下惠二郎

　　 阿部　一宏 　　 鷹西　俊和 笹原　敏幸 森田　俊雄

　　 高橋　廣行 麻木　勝美 市川　春矢

渡邊　和行 石原　道男

原　　臣史 大森　正明

滝沢　和史

南管理部 教　授　小池　孝良 ○ 班長 塚本　光弘

　〃　　松田　　彊 班長 有倉　清美

　〃　　笹　賀一郎 　　 奥谷　　昭

　〃　　神沼公三郎 　　 石田　亘生

　〃　　前川　光司

助教授　齊藤　　隆

助　手　船越　三朗

　〃　　夏目　俊二

札幌研究林 教　授　笹　賀一郎 ○

苫小牧研究林 助教授　日浦　　勉 ○ 班長 石井　　正 掛長 泉澤　芳史 山内由美子 石井恵美子

助　手　揚妻　直樹 班長 奥山　　悟 　　 吉田　厚志 及川　敏子 堀内　昌子

　〃　　村上　正志 　　 奥田　篤志 保川　　守 長谷川勝治

及川　幸雄 柳田　智幸

本前　忠幸 汲川　正次

三好　　等 佐藤　智明

檜山研究林 助　手　夏目　俊二 ○ 品田　真弓

和歌山研究林 教　授　松田　　彊 ○ 班長 福井　富三 　　 寺本　　守 専門職員　福田　仁士 寺本　　緑 小西富美代

助教授　車　　柱榮 　　 桝本　浩志 寺本のり子 寺本　正純

山科　　登 久保田省悟

土井　一夫 前田　昌作

前田　　純 大西　一弘

非常勤職員
（11ヶ月以上、13/10/1現在）
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技　　　官
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センター庁舎事務部 
 
 
 
 
 
 
 
 
14. 機構図 (平成１３年４月１日現在) 
 センター長

ステーショ ン教育研究部 事 務 部

運営委員会

教 授 会 議

運営調整会議

各種委員会

副
セ
ン
タ
ー
長

（
教
育
担
当
）

副
セ
ン
タ
ー
長

（
研
究
担
当
）

副
セ
ン
タ
ー
長

（
企
画
調
整
担
当
）

耕地圏ステーション 水圏ステーション 事　 務　 長

事務長補佐

庶　 務　 掛

学術協力掛

会　 計　 掛

森林圏北事務掛

森林圏南事務掛

植物園事務掛

専門職員
人事担当
国有財産・ 施設担当
天塩研究林担当
中川研究林担当
和歌山研究林担当
静内研究牧場担当
厚岸臨海実験所担当

専　 門　 員
企画調整担当

森林圏ステーション

生物資源創成領域

生態系機能領域

共生生態系保全領域

持続的生物生産領域

生物多様性領域

生物群集生態領域

生物資源開発分野

森林機能分野

森林生物保全分野

地域資源管理分野

植物多様性分野

森林動態分野

生物資源応用分野

流域機能分野

水圏生物資源環境分野

生物生産体系分野

海産藻類適応機能分野

森林生態分野

海洋生物保全分野

物質循環分野

海産動物発生機構分野

群集生態分野

フィールド管理
　 　 　 　  技術室

情報管理技術室

２ 技術班

２ 技術班

４ 技術班

２ 技術班

南管理部技術室

水圏生物管理技術室

札幌研究林

厚岸臨海実験所

苫小牧研究林

室蘭臨海実験所

檜山研究林

洞爺臨湖実験所

和歌山研究林

臼尻水産実験所

七飯淡水実験所

忍路臨海実験所

南管理部

４ 技術班

３ 技術班

生物生産研究農場

生物生産管理技術室

生物資源管理技術室

３ 技術班
植物園管理技術室

植物園

２ 技術班
畜牧管理技術室

静内研究牧場

北管理部

北管理部技術室

７ 技術班

天塩研究林

中川研究林

雨龍研究林

施 設 等 教　　官 事　務　官

生物生産研究農場 教　授　中嶋　　博 ○ 室長 三澤　為一 　　 山田　恭裕 　　 髙橋　太郎

　〃　　佐藤　博二 班長 茂木　紀昭 　　 齋藤　　寛(兼) 班長 加藤　秀雄

助教授　由田　宏一 　　 角田　貴敬 班長 河合　孝雄 　　 日置　昭二

助　手　平田　聡之 　　 市川　伸次 　　 橋本　哲也 　　 八巻　憲和

　〃　　星野洋一郎 　　 若澤　幸夫(兼) 　　 本田　隆俊 班長 原田　　進

　〃　　中辻　浩喜 班長 堀　　廣孝 　　 佐藤　浩幸

　〃　　鈴木　啓太 　　 生田　　稔 班長 原田　　誠 　　 新海　秀史

班長 田村　春人 　　 假屋　洋人

　　 中野　英樹 　　 大嶋　栄喜

植　物　園 教　授　島本　義也 ○ 室長 簾内　惠子 　　 長野　純子 掛長 山田　哲也 大下　初恵

助教授　冨士田裕子 班長 川端　清見 　　 稲川　博紀 主任 諏訪　広明

助　手　東　　隆行 　　 持田　　大 　　 永谷　　工

　〃　　加藤　　克 　　 谷井　祥子 　　 林　　忠一(兼)

班長 市川　秀雄

静内研究牧場 助教授　秦　　　寛 ○ 室長 髙橋　米太 　　 山田　文啓 専門職員　仲澤　將夫

班長 塙　　友之 班長 中城　敏明

　　 富岡　輝男 　　 平　　克郎

　　 金田　宜士 　　 尾島　徳介

厚岸臨海実験所 教　授　向井　　宏 ○ 　　 濱野　章一 専門職員　阿部　新一 小林　道子 中村かおり

助教授　佐野　　清 　　 桂川　英徳 斉藤千鶴子

助　手　中村　浩之

室蘭臨海実験所 教　授　市村　輝宜 ○ 加藤　弘美

　〃　　本村　泰三

助　手　四ツ倉典滋

　　　　傳法　　隆

洞爺臨湖実験所 教　授　上田　　宏 ○ 班長 春名　寛幸 伊東　真理

臼尻水産実験所 助教授　宗原　弘幸 ○ 班長 野村　　潔 魚住　葉子

七飯淡水実験所 助教授　山羽　悦郎 ○ 室長 木村志津雄 西田千賀子

忍路臨海実験所 教　授　市村　輝宜 ○

室長 外崎　勝美 班長 若澤　幸夫 瀬﨑由理子 鈴木　彌生

班長 板垣　恒夫 　　 平　　克郎(兼) 岡崎まち子

　　 野村　　潔(兼)

室長 齋藤　　寛 班長 林　　忠一

班長 間宮　春大 　　 富岡　輝男(兼)

　　 春名　寛幸(兼) 　　 八巻　憲和(兼)

非常勤職員
（11ヶ月以上、13/10/1現在）

情報管理技術室

技　　　官
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フィールド管理技術室

掛　　等 非常勤職員

 事務長 重金　昭雄

 事務長補佐 小塚　　浩

 専門員(企画調整担当) 西多　　誼

 専門員(国有財産･施設) 高澤　　曻

 庶務掛 春藤　赫一　　　　　伊東　武志　　　　　熊谷　典子

 専門職員(人事) 林　　健治

 学術協力掛 眞下　　功　　　　　佐々木　淳 三上美智子

 会計掛 長町　吉雄  （主任）渡邊　　修　（主任）齊藤　　強   　山本　明広   　冨西　美貴 小山田麻由

事　　　　　務　　　　　官
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